
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
の
生
存

率
が
　
・
３
％
、
社
会
復
帰
率
が

１０

６
・
１
％
と
い
う
結
果
も
出
て
い

ま
す
。
こ
の
数
字
か
ら
見
て
も
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
救
わ
れ
る
命
が
い
か
に
多
い

か
が
分
か
り
ま
す
。

　
１
１
９
番
通
報
し
て
か
ら
救
急

車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
、
全

国
平
均
で
約
８
分
か
か
り
ま
す
。

心
肺
停
止
で
倒
れ
て
、
現
場
に
居

合
わ
せ
た
人
が
４
分
以
内
に
心
肺

蘇
生
を
開
始
し
た
場
合
、
救
命
の

可
能
性
は
　
％
に
、
３
分
以
内
で

５０

あ
れ
ば
、
そ
の
可
能
性
は
　
％
に

７５

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
次
ペ

ー
ジ
の
グ
ラ
フ
参
照
）。

　
平
成
　
年
１
月
　
日
、
一
色
町

２６

２６

で
開
催
さ
れ
た
第
　
回
一
色
マ
ラ

４９

ソ
ン
大
会
で
の
出
来
事
で
す
。

　
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
に
出
場
し
た
　
代
の
男
性
が
、

６０

ゴ
ー
ル
の
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
手

前
で
倒
れ
ま
し
た
。
近
く
を
走
っ

て
い
た
別
の
ラ
ン
ナ
ー
が
慌
て
て

駆
け
寄
る
と
、
男
性
の
意
識
は
な

く
、
心
肺
停
止
の
状
態
で
あ
っ
た

た
め
、
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
）
を
行
う
と
と
も
に
、
他
の

ラ
ン
ナ
ー
や
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
応
援
を
要
請
し
ま
し
た
。
す
る

と
、
救
護
所
に
用
意
さ
れ
て
い
た
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Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
は
、
心
臓
が
止
ま
っ
た
と
き

に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と

で
、
正
常
な
心
臓
の
動
き
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
る
医
療
機
器
で

す
。
平
成
　
年
７
月
、
一
般
の
人

１６

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
が
認
め
ら
れ
て

か
ら
、
今
年
で
　
年
を
迎
え
、
世

１０

間
的
に
も
認
知
度
が
か
な
り
高
ま

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
「
使
い
方
が
分
か
ら
な

い
」「
使
う
べ
き
か
ど
う
か
判
断
で

き
な
い
」「
使
う
自
信
が
な
い
」
な

ど
の
理
由
か
ら
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
実
際

に
使
用
さ
れ
る
件
数
は
、
非
常
に

少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
総
務
省
に
よ
る
と
、
平
成
　
年
２４

に
、
一
般
の
人
が
他
人
の
心
肺
停

止
に
遭
遇
し
、
除
細
動
を
実
施
し

た（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
）例
は
、

２
万
３
７
９
７
件
中
８
８
１
件
と
、

そ
の
実
施
率
は
わ
ず
か
３
・
７
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
用
さ
れ
た
場
合
の
生

存
率
が
　
・
４
％
、
社
会
復
帰
率

４１

が
　
％
な
の
に
比
べ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が

３６
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
今
年
で
　
年
１０

連
係
プ
レ
ー
で
救
わ
れ
た
命

　
突
然
、
心
臓
が
止
ま
っ
て
倒
れ
た
と
き
、
そ

の
人
の
命
は
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
の
迅

速
な
行
動
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
が
救
命
手
当
の
知
識
や
技
術
を
身
に

つ
け
、
少
し
の
勇
気
を
出
せ
ば
、
も
し
か
し
た

ら
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
合
先
　
市
消
防
署
本
署
救
急
救
助
グ
ル
ー
プ

（
緯
　
・
２
１
１
０
）

５６

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
  Ａ
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Ａ
Ｅ
Ｄ
が
、
連
係
プ
レ
ー
で
現
場

に
素
早
く
届
け
ら
れ
、
男
性
に
救

命
措
置
が
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

救
急
隊
の
到
着
前
に
、
男
性
は
息

を
吹
き
返
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
救
命
活
動
に
携
わ
っ
た
方
の
中

に
は
、
偶
然
に
も
、
昨
年
末
に
会

社
で
普
通
救
命
講
習
を
受
け
た
ば

か
り
の
方
も
お
り
、
ま
さ
に
そ
の

経
験
が
生
か
さ
れ
た
の
で
す
。星野 崇  嘉 さん（東幡豆町）

たか よし

　自分の役割は、ＡＥＤを運ぶことと電気ショックのボタン

を押すことでした。ハーフを走り終えた後で疲れていました

が、助けを求める声を聞き、そのときは、もう夢中でＡＥＤ

を持って走りました。幡豆町消防団在籍時や現在加入してい

る防災ネットワークはずの救命講習会で、ＡＥＤの取り扱い

を身につけたことが役に立ったと思います。

一色マラソン大会で
実際に救命活動に携わったランナーに聞きました

生
存
率
と
救
命
の
可
能
性

▲子育て支援センターふくなんで
　開催された普通救命講習会

特集



特集

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
手
順
は
、
次
の

３
つ
し
か
な
く
、
と
て
も
簡
単
に

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
最
初
に
ふ
た
を
開
け
、
電
源
を

入
れ
ま
す
（
ふ
た
を
開
け
る
と
自

動
で
電
源
が
入
る
機
種
も
あ
り
ま

す
）。あ
と
は
、
音
声
ガ
イ
ド
に
従

い
、
操
作
を
す
る
だ
け
で
す
。

①
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
ふ
た
を
開
け
、
電
源

ボ
タ
ン
を
押
す

　
電
源
ボ
タ
ン
を
押
す
と
「
パ
ッ

ド（
電
極
）を
装
着
し
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
の
音
声
が
流
れ
ま
す
。

②
心
臓
を
挟
む
よ
う
に
パ
ッ
ド
を

貼
り
、
ケ
ー
ブ
ル
の
コ
ネ
ク
タ

を
本
体
に
差
し
込
む

　
パ
ッ
ド
を
貼
り
、
コ
ネ
ク
タ
を

本
体
に
差
し
込
む
（
差
し
込
む
必

要
の
な
い
機
種
も
あ
り
ま
す
）
と
、

機
械
が
心
電
図
を
解
析
し
、
電
気

シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
る
と
「
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
で

す
」
な
ど
の
音
声
が
流
れ
、
自
動

的
に
充
電
が
始
ま
り
ま
す
。
電
気

シ
ョ
ッ
ク
の
必
要
が
な
い
と
判
断

さ
れ
る
と
「
シ
ョ
ッ
ク
は
不
要
で

す
」
な
ど
の
音
声
が
流
れ
ま
す
。

　
充
電
が
完
了
す
る
と
「
シ
ョ
ッ

ク
を
行
い
ま
す
。
離
れ
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
の
音
声
が
流
れ
る
た
め
、

自
分
を
含
め
、
誰
も
傷
病
者
に
触

れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

③
シ
ョ
ッ
ク
ボ
タ
ン
を
押
し
、
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
加
え
る

　
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
完
了
し
た
後
、

す
ば
や
く
、
胸
骨
圧
迫
を
再
開
し
、

次
の
音
声
ガ
イ
ド
を
待
ち
ま
す
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
の
に
、
特

別
な
資
格
は
必
要
な
く
、
講
習
会

な
ど
を
受
け
て
い
な
く
て
も
誰
で

も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
で
は
、
一
般
市
民

が
善
意
で
実
施
し
た
救
命
手
当
に

つ
い
て
、
そ
の
結
果
の
責
任
を
法

的
に
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

３ 平成２６年７月１日号広報

　
市
で
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
段

１６

階
的
に
整
備
を
進
め
、
平
成
　
年
２６

６
月
現
在
、
市
役
所
や
各
支
所
を

は
じ
め
、
市
内
の
全
て
の
小
・
中

学
校
、
一
部
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
、
市
の

管
理
す
る
施
設
１
５
７
か
所
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
施
設
以
外
に
も
、
市
内
に

は
民
間
の
医
療
機
関
や
商
業
施
設
、

工
場
な
ど
に
多
数
設
置
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
う
ち
　
か
所
が
、
県
の

３５

「
あ
い
ち
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
」
と
い

う
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
閲
覧
シ
ス
テ

ム
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
し
て
あ

り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
な
ど
を

習
得
し
た
従
業
員
が
在
籍
す
る
　２８

の
事
業
所
を
「
西
尾
救
命
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
と
し
て
認
定
し
、
登
録

し
て
い
ま
す
。

普通救命講習会に参加しよう
対象　市内在住または在勤の方

日時　８月３０日松　午前９時～正午

場所　市消防署一色分署大会議室（３階）

内容　心肺蘇生法（ＡＥＤを含む）、止血法、

　その他の応急手当など

定員　１５人（先着順）

受講料　無料

申込・問合先　８月１日晶から、直接また

は電話で市消防署一色分署（緯７２・２１１０）

へ。

その他　応急手当などの詳細は、市ホーム

　ページでも閲覧できます。

　市消防署では、５人以上の団体や事業所な
どからのご要望により、普通救命講習会を随
時開催しますので、ぜひご相談ください。
　詳しくは、市消防署本署救急救助グループ
（緯５６・２１１０）へお問い合わせください。

▲時間の経過とともに救命の可能性は低下します

使
用
手
順
は
と
て
も
簡
単

▲西尾救命ステーション
　の標章

A
E
D
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す

資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

いのちをつなぐ ＡＥＤ

▲日ごろからＡＥＤが設置されている場所を
　確認しておくと、いざという時に役立ちます


